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　梅をこよなく愛したことか
ら、菅原道真ゆかりの天満宮に
は梅の木が植えられていると言
われています。
　写真は、天神町にある羽野天
満宮の梅。ここの梅も咲き始め
ました。



マイナンバー制度が始まりました！

広報キャラクター
「マイナちゃん」

マイナンバー制度に関するお知らせ！

教えて！マイナちゃん 最終回

　平成27年７月からスタートした「教えて！マイナちゃん」の連載も今月で最後となりました。
　今月は、マイナンバー制度に関するお知らせとよくある質問をご紹介します。
　なお、これまでの連載記事は、市ホームページでご覧いただけます。

　マイナンバーカードの交付をお知らせする封書が届いた人は、所定の期間内の平日午前８時30分～午後５
時までの間に市民課でカードを受け取ることができます。都合がつかない人は、下記の時間外窓口をご利用
ください。

マイナンバーカード交付の時間外窓口を開設します

マイナンバーのお問い合わせはこちらへ
マイナンバー総合フリーダイヤル　　０１２０‐９５‐０１７８（無料）
日田市マイナンバーお問い合わせダイヤル　☎㉒８３０３

お知らせ①

【３月・４月の日程】
　　　毎週水曜日　　午後５時～７時
　　　（３月２日・９日・16日・23日・30日／４月６日・13日・20日・27日）
　　　
　　　第２・４週目の土・日曜日　　午前８時30分～午後５時
　　　（３月12日・13日・26日・27日／４月９日・10日・23日・24日）
※カードシステムの都合上、閉庁時間の15分前までにお越しください。

マイナンバーの点字シールを配布します
お知らせ②

　視覚障害のある人で、通知カード又はマイナンバーカードに記載されているマイナンバーの点字化を希望
する人に、マイナンバーの点字シールを配布します。
　希望する人は、市民課にお問い合わせください。マイナちゃんが日田にやってきます

お知らせ③

通知カード マイナンバーカード

（表） （表） （裏）

　３月11日㈮から４日間、マイナちゃんが日田
にやってくるよ。
　見かけたら声をかけてね。
　
　

【出没ポイント】
・おひなまつり（豆田・隈地区）
・ひなまつり健康マラソン大会
・市役所（市民課・確定申告会場）

【通知カード】について
Ｑ．マイナンバーの通知カードを失くしたときは、どうしたらいいの？
Ａ．通知カードを失くしてしまい、自分のマイナンバーを確認できなくなったときは、次のいずれかの方法

でマイナンバーを確認することができます。
　　①通知カード再交付の申請をする（再交付手数料500円）
　　②マイナンバーカード交付の申請をする
　　　（初回の手数料は無料です。郵送で申請書を送る場合は、顔写真の添付が必要です）
　　③マイナンバー入りの住民票をとる（利用目的や提出先の申し出が必要です。手数料300円）
　　緊急性や必要性に合わせていずれかの方法をとることができるので、市民課まで相談してください。

【マイナンバー】について
Ｑ．マイナンバーは誰にでも見せてもいいの？それとも人に見られてはいけない番号なの？
Ａ．マイナンバーは社会保障、税、災害対策の分野の手続のために行政機関等に提供する場合を除き、むや

みに他人に見せるものではありません。これらの手続のためにマイナンバーを提供することができる具
体的な相手先は、税務署、地方公共団体、ハローワーク、年金事務所、健康保険組合、勤務先、金融機
関などが考えられます。

【マイナンバーカード】について
Ｑ．マイナンバーカードの申請をしたけれど、いつ頃受け取れるの？
Ａ．マイナンバーカードの受取については、交付の準備ができた人から順番に、カード交付のお知らせハガ

キが入った封書をお送りしています。申請時期等によって、受取の時期は異なりますので、封書が届く
のをお待ちください。

【事業者の対応】について
Ｑ．民間事業者はどのような場面でマイナンバーを扱うの？
Ａ．民間事業者でも、従業員やその扶養家族のマイナンバーを取得し、給与所得の源泉徴収や社会保険の被

保険者資格取得届などに記載し、行政機関などに提出する必要があります。
　　原稿料の支払調書などの税の手続では、原稿料を支払う相手などのマイナンバーを取得し、取り扱うこ
とになります。

　　また、金融機関が作成する支払調書にもマイナンバーの記載が必要になります。

遊びに来てね♪

よくある質問
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第69回日田川開き観光祭 参加者募集国民健康保険への加入・脱退の手続はお早めに
　医療保険制度では、職場の健
康保険加入者（被扶養者を含
む）や生活保護を受けている人
以外は必ず国民健康保険に加入
しなければなりません。社会保
険等に加入した場合や社会保険
等を脱退した場合は、必ず本人
又は家族が届出を行ってくださ
い。

◆被保険者の異動の届出は14日以内に
加入の届出が遅れると
　保険証がないため、医療機関等にかかった医療費は全額自己負担となり、他の
健康保険などを脱退した時点まで遡って保険税を納めることになります。

脱退の手続が遅れると
　他の健康保険に加入した場合、国保の脱退の手続が遅れると両方の資格を持っ
た状態になり、保険税等を二重に納めることになります。また、病院にかかる
ときにトラブルの原因となります。

届出が必要なとき 届出に必要なもの

加入

脱退

その他

他の市町村から転入してきたとき
職場の健康保険を脱退したとき
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
国保の加入世帯で子供が生まれたとき
他の市町村に転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
世帯が分かれる、又は一緒になったとき
修学のため別に住所を定めるとき

他の市町村の転出証明、印鑑
職場の健康保険を脱退した証明書・年金手帳・印鑑
被扶養者でなくなったという証明書・年金手帳・印鑑
保険証・母子健康手帳・印鑑
保険証・印鑑
国保と社会保険の両方の保険証・年金手帳・印鑑
（職場の健康保険証が未交付の場合は加入証明書）

保険証・印鑑

保険証・在学証明書又は学生証の写し・印鑑

　平成28年１月１日から各申請書にマ
イナンバーの記載が必要となりました。
マイナンバーカード又は通知カードなど
マイナンバーが確認できるものを持参し
てください。
　また、本人確認のため身分証明書（マ
イナンバーカード・運転免許証など）を
持参してください。

就職・退職の際は年金の切替え手続を

　就職や退職をしたときは、その都度、年金の切替え手続きが
必要です。
◆退職（厚生年金・共済組合を脱退）したとき
　国民年金への加入手続が必要です。年金手帳・社会保険等資
格喪失証明書（又は離職票）・印鑑を持参の上、日田年金事
務所又は市の担当窓口にお越しください。

◆就職（厚生年金・共済組合に加入）したとき
　国民年金から厚生年金への切替え手続は、事業所（勤務先）
を通して日本年金機構に届出が行われます。
　
　届出を忘れると、将来受け取れる年金額が減額されたり、年
金を受け取ることができなくなる場合もありますので、忘れず
に届出を行ってください。

問日本年金機構日田年金事務所☎㉒６１７４

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

水郷日田どんたくカーニバル出演者（市民芸能隊）

　事前に説明会を開催します。参加を希望する団体は、
①団体名②代表者氏名③住所④電話番号を電話又はファ
ックスでご連絡ください。
■対象団体　10人以上でパフォーマンスを行う団体
※居住地は市内外を問いません。
■説明会日時・場所
　３月24日㈭　午後７時30分～　市役所７階大会議室
■説明会申込期限　３月23日㈬

大花火大会スポンサー
　
　企業・団体の皆さんをはじめ、「想い出に残るプロポ
ーズがしたい」「結婚記念日や誕生日、還暦の祝いをし
たい」等、個人での申込みも受け付けています。（要相
談）
■スポンサー料
・打ち上げ花火　　　　　10万円～
・打ち上げ花火＋仕掛け　15万円～
■申込期限　　４月１日㈮

ステージイベント出演者

■とき　５月21日㈯・22日㈰
　　　　午前10時～午後４時の間の20分程度
■ところ　中央公園特設ステージ
※①団体又は個人名②代表者氏名③連絡先④出演内容（バン
ド、ダンス等）⑤曲名⑥希望日時を電話又はファックスでご
連絡ください。

※出演料、交通費等諸経費の支給はありません。
※音響設備は既設のステージ音響をご利用ください。
■申込期限　４月15日㈮

ハンギリ源平合戦（桶を使った水上競技）

■とき　５月21日㈯　午後１時～３時（正午から受付）
■ところ　三隈川河畔（京町児童公園前）
■参加資格　18歳以上の健康な人（三人１組）
※高校生不可。
※①代表者氏名②住所③連絡先を電話又はファックスでご連絡
ください。

■申込期限　５月９日㈪

広告スポンサー募集
　
　ハンギリ（１台８面）の広告スポンサーを募集します。
■スポンサー料
　１面３,０００円（１面増えるごとに２,０００円追加）
■申込期限　５月９日㈪
※申込用紙は、市ホームページに備え付けています。
※ハンギリの台数は、10台です。

ボランティア募集
　
　イベントの期間中、会場内での案内、誘導、警備を行
うボランティアスタッフを募集します。
■対象　16歳以上の健康な人で、ボランティアやイベン
　　　　ト運営に興味のある人
※当日にかかる交通費等は、原則自己負担です。
※①氏名②住所③連絡先を電話又はファックスでご連絡くださ
い。

■申込期限　４月22日㈮

イベントの出店に関するお知らせ　
　日田まつり振興会が主催するイベントに出店する場合は、大分県暴
力団排除条例及び日田市暴力団排除条例に基づき、出店者が暴力団員
でないことを確認するよう定められています。そのため、川開き観光
祭で出店等を出す場合は、届出等の手続が必要です。詳細は、市ホー
ムページ（観光情報）「イベントの出店に関するお知らせ」のページ
（http://www.city.hita.oita.jp/kanko/page_00027.html）
をご覧ください。
■申込期限　４月18日㈪

[申込み・問合せ先]
日田まつり振興会事務局（観光課観光企画係内）
☎㉒８２１０　 　㉒８３２８

今年は５月21日㈯・22日㈰に開催します
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市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●消防団員を募集しています

●スポーツ施設等の使用受付を開始

●環境講演会～気候変動下の防災・減災～
　近年、地球温暖化をはじめとする異常気象や気候変動に
伴った災害に対する市民の意識が高まってきています。　
　今回、ひた市民環境会議「水と森部会」では、講師に
気候変動適応策の研究を続けている九州大学名誉教授の
小松利光氏を招いた環境講演会を開催します。
　皆さん、是非お越しください。

▶とき　
　３月７日㈪　午後７時～８時
▶ところ　
　市役所７階　大会議室
▶講師
　九州大学名誉教授　小松 利光氏

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

　「自分たちのまちは自分たちで守る！」そんな熱い思
いを持った人、地域に貢献したい人、消防団の活動に興
味のある人の入団をお待ちしています。

▶消防団の主な活動
・火災時の消火活動、災害防ぎょ活動
　地域住民の生命や財産を守るため、火災発生時の消火

活動、風水害や地震等の大規模災害時における災害防
ぎょ活動などを行います。

・火災予防に対する啓発活動
　警備警戒活動、教

育訓練活動、機械
器具の点検、女性
消防団員による防
火指導や広報活動
などを行います。

▶入団の申込み
　現在日田市消防団は、６つの消防方面団（日田・前津
江・中津江・上津江・大山・天瀬）で構成され、その中
に51の消防分団があります。
　入団を希望するときは、知り合いの分団員又は市役
所、各振興局に入団したい旨を伝えてください。
※住んでいる地域の分団に入団することが原則です。

▶報酬等
・消防団員報酬　団員一人につき、定められた年間報酬

が支払われます。
・出動手当　火災や訓練などに出動したときは、手当て

が支払われます。
・退職報償金　消防団員として５年以上勤務し、退団す

るときに、在職年数や階級に応じて支払われます。
・公務災害補償　消防団活動中に負傷等を負った場合、

補償制度があります。
・活動服等の貸与　消防団活動に必要な法被、活動服、

ヘルメット、長靴等が貸与されます。

　昭和23年生まれ。
　九州大学大学院工学研究科博
士課程水工土木学専攻修了後、
九州大学工学部教授、土木学会
水工学委員会委員長等を経て、
現在では九州大学名誉教授、日
本学術会議会員、世界工学団体
連盟（ＷＦＥＯ）副会長。

九州大学名誉教授
　　 小松  利光氏

▶対象施設
　①総合体育館　
　②中城体育館
　③大原公園テニスコート
　④球場・グラウンド
　⑤公園緑地施設

▶申込先
　①～④
　日田市市民サービス公社
　☎㉔６７５０（総合体育館内）
　⑤日田市市民サービス公社
　☎㉔４０８１（総合体育館内）
※窓口は午前８時30分、電話は午前９時から受け付けます。
※日田市市民サービス公社ホームページ
　（http://www.hita-ssk.com）から各施設の予約状況が確

認できます。詳細はホームページをご覧ください。

問社会教育課スポーツ振興係☎㉒８２２４（市役所２階）
　日田市市民サービス公社　☎㉔４０８１

申込開始日
３月１日㈫
４月１日㈮
５月２日㈪
６月１日㈬
７月１日㈮
８月１日㈪
９月１日㈭
10月３日㈪
11月１日㈫
12月１日㈭

１月４日㈬
２月１日㈬

利用月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

平成29年
１月
２月
３月

問地域振興課地域振興係☎㉒８３５６（市役所６階）

●「地域おこし協力隊」活動報告会
　地域おこし協力隊は、地域力の維持・強化を図ること
を目的に、集落の共同活動や祭りの準備等、地域協力活
動を行っています。
　現在、前・中・上津江地域でそれぞれ２人ずつ合計６
人の地域おこし協力隊が活動しています。報告会では、
活動内容、活動から見えてきた課題、今後の地域づくり
等について発表を行います。
　また平成28年度からは、地域おこし協力隊を新たに天
瀬・大山地域に配置します。

▶とき　
　３月13日㈰　午前10時～正午
▶ところ　
　大山文化センター
※事前申込みは不要です。お気軽に会場までお越しください。
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市政情報ピックアップ

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車や原
動機付自転車などの所有者に対して課税されます。
まだ廃車・名義変更等の手続をしていない人は、早
めに行ってください。
※軽自動車を４月２日以降に廃車などをしても、その年度

分の軽自動車税は全額納めなければなりません。（月割
還付等はありません）

※口座振替の人は、新たに軽自動車を購入した場合、現在
登録している口座から引き落とされます。

●軽自動車の廃車や名義変更の手続きはお早めに
区分 手続場所 持参するもの

原動機付自転車
（125cc以下）

小型特殊自動車
（トラクター、フォークリフト等）

軽二輪
（125ccを超え250cc以下）
二輪の小型自動車
（250ccを超えるもの）
軽自動車
（軽四輪乗用・貨物、軽三輪）

税務課税制窓口係
☎㉒８３９７
（市役所１階）

日田地区
自家用自動車協会
（田島２丁目）
☎㉔５１５６

□廃車　所有者・届出
者の印鑑、ナンバー
プレート

□名義変更　新旧所有
者・届出者の印鑑

※詳細は自家用自動車
協会にお問い合わせ
ください。

●平成28年度以降の軽自動車税について再度お知らせします
◎原付や125㏄以上のバイク、小型特殊自動車
　平成28年度から一律に税額が上がります。

◎軽自動車（三輪及び四輪以上）
　新車新規登録された年月（車検証の「初度検査年月」）によって税額が決まります。

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄を超え90㏄以下 1,200円 2,000円
90㏄を超え125㏄以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

車種 現行の税額
（平成27年度まで） 新しい税額

原
動
機
付
自
転
車

小型
特殊

軽二輪
（125㏄を超え250㏄以下） 
二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）
　　　農耕作業用のもの
　　　その他のもの 

2,400円

4,000円

1,600円
4,700円

3,600円

6,000円

2,400円
5,900円

車種

税額

 
営業用 
自家用 
営業用 
自家用 

軽
自
動
車

三輪

四
輪
以
上

乗
用

貨
物

平成27年３月31日まで
に新車登録された車両
（税額変更なし）

平成27年４月1日以降に新
車新規登録された車両
※１

新車新規登録年月から13
年経過後の翌年度から
（経年重課）　※２

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

※１ 環境性能に応じてグリーン化特例（軽課）の対象となる場合があります。
※２ 平成28年度に経年重課の対象となる車両は、新車新規登録年月が平成14年以前の車両です。

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

　市では、空き家を活用した移住・定住を促進し、地域の活性
化を図るために、空き家情報提供事業（空き家バンク）を行っ
ています。「空き家を売りたい」「貸したい」と考えている所
有者の皆さん、空き家バンクに登録してみませんか。
　平成27年度はこれまでに18件が成約に至り、うち８件は移
住者さんとの取引によるものです。
　空き家バンクへの登録は無料。どんどん活用してください。

●賑わってます！空き家バンク！ 空き家バンクとは？
空き家の賃貸・売却を希望する所有者が登録した
情報を市ホームページで公開し、定住や交流・住
み替えなどで空き家の利用を希望する市外に住ん
でいる人に提供するシステムです。

問地域振興課地域振興係☎㉒８３５６（市役所６階）

◎空き家バンクの仕組み

日田市役所

ＮＰＯ法人
日田移住サポートセンター

宅建業者

登録申請

登録通知

登録申請

登録通知

協
働

希望物件連絡物件調査

連絡調整 物件案内

契約交渉（直接・間接）

仲
介

空き家所有者 空き家利用希望者

◎空き家所有者の利用手順
①空き家の登録申込み
　空き家登録申請書に必要事項を記入し、下記又は各振興

局に提出。
　申請書は、下記及び各振興局に備え付けているほか、市

ホームページからダウンロード。
②物件調査の実施
　市から委託を受けたＮＰＯ法人ひた移住サポートセンター

が所有者立合いの下、物件調査。
③物件登録の完了
　問題がなければ物件登録完了となり、通知書を登録申込

者に郵送。
※家屋の状態によっては、登録できないことがあります。 

※市は、空き家に関する情報提供のみを行います。売買又
は賃貸の交渉・契約などについては、宅地建物取引業者
などを通して行っていただきます。

※宅地建物取引業者の仲介によって契約が成立した場合、
宅地建物取引業法第46条第１項の規定による報酬（仲介
手数料）が必要になります。

④空き家情報の提供
　登録完了後、市ホームページなどで空き家情報を提供。
⑤交渉・契約の手続き
　登録物件に利用登録者から交渉・契約の申込みがあった

場合、物件登録者に連絡。

（物件登録者） （利用登録者）
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くらしの情報次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈫に発送します。Information ３.１

平
成
27
年
中
に

相
続
に
よ
る
不
動
産
の

　
　
所
有
権
移
転
を
し
た
人
へ

　
平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に
相
続

に
よ
る
不
動
産
の
所
有
権
移
転
を
し
た
人

で
、
前
所
有
者
が
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
場
合

は
、
納
税
義
務
者
の
変
更
に
伴
い
、
新
所

有
者
名
で
の
口
座
振
替
開
始
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
込
み
後
、
振
替
開
始
ま
で
に
１
〜
２
か
月

程
度
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

苗
木
の
無
料
配
布

　
花
木
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
10
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
城
体
育
館
奥

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
入
り
口
で
行
い
ま
す
。

■
配
布
本
数
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
苗
木
を

1
5
0
本
程
度
（
先
着
順
）

※
配
布
会
場
で
は
緑
の
募
金
活
動
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

資
源
回
収
団
体
登
録
説
明
会

　
市
内
の
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
）
子

供
会
等
の
団
体
が
資
源
回
収
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
、
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
奨
励
金
の
交
付
を
希
望

す
る
団
体
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の
で
必
ず

説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
対
象
資
源
物
　

　
古
紙
類
、
古
布
、
瓶
類

■
と
き
　
３
月
22
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
登
録
有
効
期
間
　
１
年
間

※
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
も
再
度
登
録
が
必

要
で
す
。

※
新
規
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
基
礎
調
査
に
つ
い
て

　
県
で
は
現
在
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
田
市
内
に
お
い
て
も
図
面
作
成
の

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
主
に

家
屋
裏
の
が
け
地
渓
流
等
、
私
有
地
に
立

ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
田
土
木
事
務
所
建
設
課
河
川
砂
防
係

　
☎
㉓
２
１
４
１

　
大
分
県
土
木
建
築
部
砂
防
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
３
４
　

無
防
備
な 

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　 

か
く
れ
ん
ぼ

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

問
日
田
消
防
署
☎
㉔
２
２
０
４

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
市
内
循
環
バ
ス
、
廃
止
路
線
の

代
替
バ
ス
、
予
約
制
の
市
営
上
・
中
津
江

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
運
行
や
、
路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
周
辺
山
間
部
を
走
る
バ
ス
や
予
約
制
の

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
利
用
者
が
減
少

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
減
少
が
続
く
と
地

域
の
公
共
交
通
の
維
持
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
将
来
、
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
、

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
に

も
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

問
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
助
成
事
業
の
実
績
報
告

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
受
け
て
、
天
瀬
町
の
桜
竹
一
自
治
会

が
、
音
響
機
材
や
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
等

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
道
路
や
橋
、
社
会
福
祉
施

設
、
医
療
機
関
等
に
使
わ
れ
、
「
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金
！

　
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
か
？

■
大
分
県
の
最
低
賃
金
　
時
給
６
９
４
円

　
事
業
所
で
働
く
人
（
嘱
託
・
臨
時
・
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

に
支
払
う
賃
金
は
、
最
低
賃
金
額
を
下
回

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉒
６
１
９
１

大
分
県
交
通
災
害
共
済

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
受
付
は
、
市

民
活
動
推
進
課
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ

ン
タ
ー
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
の
加
入
申
込
み
の
場
合
、
共

済
期
間
は
申
込
日
の
翌
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

「
日
本
遺
産
子
ど
も
ガ
イ
ド
」

　
　
　
　
事
前
受
付
（
無
料
）

　
「
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
」
の
開
催

に
あ
わ
せ
、
小
学
５
・
６
年
生
に
よ
る
「
日

本
遺
産
子
ど
も
ガ
イ
ド
」
が
、
咸
宜
園
や
豆

田
町
な
ど
の
「
日
本
遺
産
」
を
案
内
し
ま

す
。
案
内
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
の
間

■
コ
ー
ス

　
Ａ
咸
宜
園
・
長
生
園
コ
ー
ス

　
Ｂ
豆
田
町
・
廣
瀬
家
旧
宅
コ
ー
ス

　
Ｃ
長
福
寺
・
桂
林
園
コ
ー
ス

※
各
コ
ー
ス
所
要
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

問
世
界
遺
産
推
進
室
（
咸
宜
園
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　

　
３
月
10
日
㈭
　

　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ

　
大
山
公
民
館

■
演
題

　
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
引
っ
込
み
思

案
の
子
、
聞
き
分
け
の
な
い
子
、
発
達

の
気
に
な
る
子
こ
そ
、
日
田
、
玖
珠
、

九
重
を
支
え
る
キ
ラ
キ
ラ
し
た
原
石
で

す
！
」

■
講
師
　
大
分
大
学
地
域
医
療
・
小
児
科

分
野
　
教
授
　
是
松
聖
悟
氏

※

申
込
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

　
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
就
学
前
の
子
供
が
い
る
家
庭
を
対
象

に
、
各
種
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
交
付
申
請
書
の
提
出
を
し
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
改
め
て
交
付
申
請
書

を
郵
送
し
ま
し
た
。
申
請
期
限
ま
で
に
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ

ン
・
プ
ラ
ス
＋
」

・
対
象
　
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供
が

い
る
家
庭

・
申
請
期
限
　
平
成
28
年
３
月
31
日

■
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

・
対
象
　
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
供
が
い
る
家
庭

・
申
請
期
限
　
対
象
の
子
供
の
満
３
歳
の

誕
生
日
の
前
日
の
１
か
月
前

※
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
等
詳
細

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
複
数
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
薬
が
処
方
さ
れ
る
た

め
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
ず
、
副
作
用
な
ど
の
心
配

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
と
き
に
お
薬
手
帳
が
あ
れ

ば
、
ほ
か
の
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
を
確

認
で
き
る
の
で
、
薬
の
適
切
な
処
方
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
処
方
さ
れ
る
薬
が
減
れ
ば
医
療

費
が
安
く
な
り
ま
す
。

　
是
非
、
お
薬
手
帳
を
有
効
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
は
お
薬
手
帳

を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
は
何
冊
も
持
た
ず
に
一
冊
に

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

※
薬
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
医
療
機

関
や
調
剤
薬
局
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

平
成
28
年
度
日
田
市
指
定
ご
み
袋
管
理
・

配
送
業
務
入
札
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格

・
市
内
の
配
送
業
者
で
あ
る
こ
と

・
運
輸
局
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
一

般
貨
物
自
動
車
並
び
に
貨
物
軽
自
動

車
）
の
営
業
許
可
を
既
に
有
し
て
い
る

こ
と

・
指
定
ご
み
袋
を
保
管
で
き
る
倉
庫
を
市

内
に
保
有
し
て
い
る
こ
と

・
市
内
約
2
0
0
の
販
売
店
に
、
随
時
配

送
が
可
能
な
車
両
及
び
人
員
を
保
有
し

て
い
る
こ
と

・
在
庫
管
理
が
で
き
る
電
算
シ
ス
テ
ム
等

を
導
入
し
て
い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

※
申
請
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
　
３
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭

※
説
明
会
及
び
入
札
日
時
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

平
成
28
年
度
自
衛
官
等
募
集

幹
部
候
補
生

■
対
象

・
一
般
（
大
学
卒
程
度
）
　
22
歳
以
上 

26

歳
未
満
の
人
（
大
学
卒
見
込
含
）

・
一
般
（
院
卒
者
）
　
修
士
課
程
修
了
者

等
（
見
込
含
） 

28
歳
未
満
の
人

・
歯
科
　
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
含
）
30

歳
未
満
の
人

・
薬
剤
科 

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
含
） 

28
歳
未
満
の
人

■
試
験
日
　
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
（
15

日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
会
場
　
大
分
商
工
会
議
所
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈮

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大
工
、

左
官
、
木
工
）

■
入
校
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上
で
職
人

を
目
指
す
人

■
訓
練
期
間
　
２
〜
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈭

※

事
前
の
訓
練
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
㉔
２
７
７
２

　
☎
０
９
０‐

３
０
１
０‐

２
７
９
７
（
坂
本
）

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
ス
ポ
レ
ク
元
気
塾

■
と
き
　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き
　
毎
週
木
曜
日
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

③
中
学
生
陸
上
教
室

■
と
き

・
毎
週
火
〜
金
曜
日
　
午
後
５
時
〜
７
時

・
毎
週
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

※

会
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
①
・
②
総
合
体
育
館
☎
㉔
６
７
５
０

　
③
陸
上
競
技
場
☎
㉔
６
９
３
０

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

第
43
回
日
田
市
社
会
教
育
振
興
大
会

　
社
会
教
育
功
労
者
・
功
労
団
体
表
彰
、

記
念
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
３
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
・
講
師

　
「
地
域
の
教
育
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

〜
住
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
地
域

づ
く
り
〜
」

　
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
・
同
大
学

院
教
育
学
研
究
科
教
授
　
山
崎
清
男
氏

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

　
　

第
４
回
奥
日
田
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会

■
と
き
　

　
３
月
27
日
㈰
　

　
午
前
５
時
〜
６
時
（
受
付
）

※

受
付
は
出
野
交
流
セ
ン
タ
ー
。

　
午
前
６
時
30
分
（
競
技
開
始
）

■
競
技
会
場

　
高
瀬
川
（
高
瀬
川
ダ
ム
よ
り
上
流
）

■
参
加
資
格

　
日
田
漁
業
協
同
組
合
発
行
の
遊
漁
券
を

持
っ
て
い
る
人

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
市
観
光
協
会

　
☎
㉒
２
０
３
６

親
子
で

　
　
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
に
挑
戦
！

　
春
休
み
の
思
い
出
に
、
親
子
で
ニ
ジ
マ

ス
を
釣
っ
て
、
渓
流
釣
り
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
３
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
10
時
（
受
付
）

　
午
前
10
時
30
分
（
ス
タ
ー
ト
）

■
と
こ
ろ

　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

■
募
集
数
　
25
組
（
１
組
２
〜
５
人
）

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

　
☎
�
２
０
０
３

　
観
光
課
観
光
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

三
宅
義
信
氏
講
演
会

　
日
田
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
拡

張
工
事
完
成
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
６
日
㈰

　
午
後
１
時
開
演

　
総
合
体
育
館
　
視
聴
覚
室

問
日
田
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

　
☎
０
９
０‐

８
４
０
３‐

２
６
７
６
（
田
中
）

合
同
企
業
説
明
会
in
お
お
い
た

　
平
成
29
年
３
月
大
学
卒
業
予
定
者
で
県

内
に
就
職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
９
日
㈬
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
ト
キ
ハ
会
館
　
５
階
　
ロ
ー
ズ
の
間
・

カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
）

※

参
加
費
無
料
。
申
込
み
不
要
。

問
（
公
財
）
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

８
４
８
６

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
16
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ひ
び
け
歌
声
〜

　
参
加
者
と
春
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
28
日
㈪
　

　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
☎
㉓
８
５
２
２
（
諌
山
）

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
１
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
４‐

９
３
７
７
　

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
春
の
蔵
開
き
」

　
杜
の
音
楽
会
、
野
点
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

※

お
越
し
の
際
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

楽
レ
ク
健
幸
（
康
）
塾

　
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
生
涯

健
康
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

　
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
総
合
体
育
館

□
参
加
費
　

　
月
額
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

□
申
込
期
限
　
３
月
20
日
㈰

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「貧困」の連鎖を断ち切る 

　明治10～20年代の日本は世界一の「離婚王
国」でした。当時の離婚率は３％前後で、欧米
主要国と比べると約３倍の高い割合を示してい
ました。
　子を持つ親が離婚に至った場合、その子は誰
が育てるのか―。明治期は圧倒的に夫が養育す
る例が多く、その理由には妻（女性）側の経済
力の弱さが挙げられていますが、最大の理由
は「嫁入りした家で生まれた子」という概念で
あったと推論されています。
　しかしこの概念は、離婚の際の協議で親権者
が決められるようになった民法の改正によって
かすみはじめます。昭和40年代には「妻がすべ
ての子の親権」が「夫がすべての子の親権」を
上回り、その後の女性の社会的な地位の向上を
目指すさまざまな取り組みも重なって、平成24
年の統計では「妻～」が８割強を占めるように
なりました。
　ところが、「妻が親権」の増加は思わぬ形
で「子どもの貧困」を招いてしまいます。ユニ
セフや厚生労働省などが公表した「子どもの相
対的貧困率」によると、日本は先進国の中でも
高い貧困率となっています。そして、その要因
のひとつが「非正規労働者」の増大。非正規化
の拡大は家庭の収入減を引き起こし、それによ
って子どもの進学の夢が奪われ就職にも影響
…。結果として、新たな非正規労働者が生まれ
るといった悪循環に陥っています。
　事態を重く見た政府は、法整備やプロジェク
トの立案で貧困対策に取り組み、ひとり親家庭
や多子世帯の支援策を打ち出しています。同時
に、すべての国民の理解と協力を求めており、
全国に広がりはじめた「子ども食堂」はその一
例で、地域による支援が貧困の連鎖を断ち切る
有効な手段になりつつあります。
　将来を託さねばならない、かけがえのない存
在に社会全体で光を当てる―。現実から目をそ
むけてはいけない「待ったなし」の行動が望ま
れています。
　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト

募
集

く ら し の 情 報く ら し の 情 報

火
の
用
心

次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈫に発送します。Information ３.１
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う
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くらしの情報次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈫に発送します。Information ３.１

平
成
27
年
中
に

相
続
に
よ
る
不
動
産
の

　
　
所
有
権
移
転
を
し
た
人
へ

　
平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に
相
続

に
よ
る
不
動
産
の
所
有
権
移
転
を
し
た
人

で
、
前
所
有
者
が
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
場
合

は
、
納
税
義
務
者
の
変
更
に
伴
い
、
新
所

有
者
名
で
の
口
座
振
替
開
始
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
込
み
後
、
振
替
開
始
ま
で
に
１
〜
２
か
月

程
度
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

苗
木
の
無
料
配
布

　
花
木
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
10
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
城
体
育
館
奥

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
入
り
口
で
行
い
ま
す
。

■
配
布
本
数
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
苗
木
を

1
5
0
本
程
度
（
先
着
順
）

※
配
布
会
場
で
は
緑
の
募
金
活
動
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

資
源
回
収
団
体
登
録
説
明
会

　
市
内
の
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
）
子

供
会
等
の
団
体
が
資
源
回
収
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
、
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
奨
励
金
の
交
付
を
希
望

す
る
団
体
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の
で
必
ず

説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
対
象
資
源
物
　

　
古
紙
類
、
古
布
、
瓶
類

■
と
き
　
３
月
22
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
登
録
有
効
期
間
　
１
年
間

※
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
も
再
度
登
録
が
必

要
で
す
。

※
新
規
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
基
礎
調
査
に
つ
い
て

　
県
で
は
現
在
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
田
市
内
に
お
い
て
も
図
面
作
成
の

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
主
に

家
屋
裏
の
が
け
地
渓
流
等
、
私
有
地
に
立

ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
田
土
木
事
務
所
建
設
課
河
川
砂
防
係

　
☎
㉓
２
１
４
１

　
大
分
県
土
木
建
築
部
砂
防
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
３
４
　

無
防
備
な 

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　 

か
く
れ
ん
ぼ

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

問
日
田
消
防
署
☎
㉔
２
２
０
４

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
市
内
循
環
バ
ス
、
廃
止
路
線
の

代
替
バ
ス
、
予
約
制
の
市
営
上
・
中
津
江

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
運
行
や
、
路
線
バ
ス
の
維
持
・
存
続

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
周
辺
山
間
部
を
走
る
バ
ス
や
予
約
制
の

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
利
用
者
が
減
少

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
減
少
が
続
く
と
地

域
の
公
共
交
通
の
維
持
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
将
来
、
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
、

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
に

も
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

問
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
助
成
事
業
の
実
績
報
告

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
受
け
て
、
天
瀬
町
の
桜
竹
一
自
治
会

が
、
音
響
機
材
や
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
等

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
道
路
や
橋
、
社
会
福
祉
施

設
、
医
療
機
関
等
に
使
わ
れ
、
「
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金
！

　
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
か
？

■
大
分
県
の
最
低
賃
金
　
時
給
６
９
４
円

　
事
業
所
で
働
く
人
（
嘱
託
・
臨
時
・
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

に
支
払
う
賃
金
は
、
最
低
賃
金
額
を
下
回

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉒
６
１
９
１

大
分
県
交
通
災
害
共
済

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
受
付
は
、
市

民
活
動
推
進
課
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ

ン
タ
ー
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
の
加
入
申
込
み
の
場
合
、
共

済
期
間
は
申
込
日
の
翌
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

「
日
本
遺
産
子
ど
も
ガ
イ
ド
」

　
　
　
　
事
前
受
付
（
無
料
）

　
「
天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
」
の
開
催

に
あ
わ
せ
、
小
学
５
・
６
年
生
に
よ
る
「
日

本
遺
産
子
ど
も
ガ
イ
ド
」
が
、
咸
宜
園
や
豆

田
町
な
ど
の
「
日
本
遺
産
」
を
案
内
し
ま

す
。
案
内
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
の
間

■
コ
ー
ス

　
Ａ
咸
宜
園
・
長
生
園
コ
ー
ス

　
Ｂ
豆
田
町
・
廣
瀬
家
旧
宅
コ
ー
ス

　
Ｃ
長
福
寺
・
桂
林
園
コ
ー
ス

※
各
コ
ー
ス
所
要
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

問
世
界
遺
産
推
進
室
（
咸
宜
園
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　

　
３
月
10
日
㈭
　

　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ

　
大
山
公
民
館

■
演
題

　
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
引
っ
込
み
思

案
の
子
、
聞
き
分
け
の
な
い
子
、
発
達

の
気
に
な
る
子
こ
そ
、
日
田
、
玖
珠
、

九
重
を
支
え
る
キ
ラ
キ
ラ
し
た
原
石
で

す
！
」

■
講
師
　
大
分
大
学
地
域
医
療
・
小
児
科

分
野
　
教
授
　
是
松
聖
悟
氏

※

申
込
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

　
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
就
学
前
の
子
供
が
い
る
家
庭
を
対
象

に
、
各
種
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
交
付
申
請
書
の
提
出
を
し
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
改
め
て
交
付
申
請
書

を
郵
送
し
ま
し
た
。
申
請
期
限
ま
で
に
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ

ン
・
プ
ラ
ス
＋
」

・
対
象
　
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供
が

い
る
家
庭

・
申
請
期
限
　
平
成
28
年
３
月
31
日

■
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

・
対
象
　
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
供
が
い
る
家
庭

・
申
請
期
限
　
対
象
の
子
供
の
満
３
歳
の

誕
生
日
の
前
日
の
１
か
月
前

※
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
等
詳
細

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
複
数
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
薬
が
処
方
さ
れ
る
た

め
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
ず
、
副
作
用
な
ど
の
心
配

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
と
き
に
お
薬
手
帳
が
あ
れ

ば
、
ほ
か
の
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
を
確

認
で
き
る
の
で
、
薬
の
適
切
な
処
方
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
処
方
さ
れ
る
薬
が
減
れ
ば
医
療

費
が
安
く
な
り
ま
す
。

　
是
非
、
お
薬
手
帳
を
有
効
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
は
お
薬
手
帳

を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
は
何
冊
も
持
た
ず
に
一
冊
に

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

※
薬
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
医
療
機

関
や
調
剤
薬
局
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

平
成
28
年
度
日
田
市
指
定
ご
み
袋
管
理
・

配
送
業
務
入
札
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格

・
市
内
の
配
送
業
者
で
あ
る
こ
と

・
運
輸
局
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
一

般
貨
物
自
動
車
並
び
に
貨
物
軽
自
動

車
）
の
営
業
許
可
を
既
に
有
し
て
い
る

こ
と

・
指
定
ご
み
袋
を
保
管
で
き
る
倉
庫
を
市

内
に
保
有
し
て
い
る
こ
と

・
市
内
約
2
0
0
の
販
売
店
に
、
随
時
配

送
が
可
能
な
車
両
及
び
人
員
を
保
有
し

て
い
る
こ
と

・
在
庫
管
理
が
で
き
る
電
算
シ
ス
テ
ム
等

を
導
入
し
て
い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

※
申
請
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
　
３
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭

※
説
明
会
及
び
入
札
日
時
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

平
成
28
年
度
自
衛
官
等
募
集

幹
部
候
補
生

■
対
象

・
一
般
（
大
学
卒
程
度
）
　
22
歳
以
上 

26

歳
未
満
の
人
（
大
学
卒
見
込
含
）

・
一
般
（
院
卒
者
）
　
修
士
課
程
修
了
者

等
（
見
込
含
） 

28
歳
未
満
の
人

・
歯
科
　
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
含
）
30

歳
未
満
の
人

・
薬
剤
科 

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
含
） 

28
歳
未
満
の
人

■
試
験
日
　
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
（
15

日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
会
場
　
大
分
商
工
会
議
所
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈮

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大
工
、

左
官
、
木
工
）

■
入
校
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上
で
職
人

を
目
指
す
人

■
訓
練
期
間
　
２
〜
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈭

※

事
前
の
訓
練
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
㉔
２
７
７
２

　
☎
０
９
０‐

３
０
１
０‐

２
７
９
７
（
坂
本
）

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
ス
ポ
レ
ク
元
気
塾

■
と
き
　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き
　
毎
週
木
曜
日
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

③
中
学
生
陸
上
教
室

■
と
き

・
毎
週
火
〜
金
曜
日
　
午
後
５
時
〜
７
時

・
毎
週
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

※

会
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
①
・
②
総
合
体
育
館
☎
㉔
６
７
５
０

　
③
陸
上
競
技
場
☎
㉔
６
９
３
０

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

第
43
回
日
田
市
社
会
教
育
振
興
大
会

　
社
会
教
育
功
労
者
・
功
労
団
体
表
彰
、

記
念
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
３
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
・
講
師

　
「
地
域
の
教
育
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

〜
住
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
地
域

づ
く
り
〜
」

　
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
・
同
大
学

院
教
育
学
研
究
科
教
授
　
山
崎
清
男
氏

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

　
　

第
４
回
奥
日
田
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会

■
と
き
　

　
３
月
27
日
㈰
　

　
午
前
５
時
〜
６
時
（
受
付
）

※

受
付
は
出
野
交
流
セ
ン
タ
ー
。

　
午
前
６
時
30
分
（
競
技
開
始
）

■
競
技
会
場

　
高
瀬
川
（
高
瀬
川
ダ
ム
よ
り
上
流
）

■
参
加
資
格

　
日
田
漁
業
協
同
組
合
発
行
の
遊
漁
券
を

持
っ
て
い
る
人

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
市
観
光
協
会

　
☎
㉒
２
０
３
６

親
子
で

　
　
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
に
挑
戦
！

　
春
休
み
の
思
い
出
に
、
親
子
で
ニ
ジ
マ

ス
を
釣
っ
て
、
渓
流
釣
り
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
３
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
10
時
（
受
付
）

　
午
前
10
時
30
分
（
ス
タ
ー
ト
）

■
と
こ
ろ

　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

■
募
集
数
　
25
組
（
１
組
２
〜
５
人
）

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

　
☎
�
２
０
０
３

　
観
光
課
観
光
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

三
宅
義
信
氏
講
演
会

　
日
田
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
拡

張
工
事
完
成
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
６
日
㈰

　
午
後
１
時
開
演

　
総
合
体
育
館
　
視
聴
覚
室

問
日
田
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

　
☎
０
９
０‐

８
４
０
３‐

２
６
７
６
（
田
中
）

合
同
企
業
説
明
会
in
お
お
い
た

　
平
成
29
年
３
月
大
学
卒
業
予
定
者
で
県

内
に
就
職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
９
日
㈬
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
ト
キ
ハ
会
館
　
５
階
　
ロ
ー
ズ
の
間
・

カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
）

※

参
加
費
無
料
。
申
込
み
不
要
。

問
（
公
財
）
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

８
４
８
６

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
16
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ひ
び
け
歌
声
〜

　
参
加
者
と
春
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
28
日
㈪
　

　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
☎
㉓
８
５
２
２
（
諌
山
）

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
１
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
４‐

９
３
７
７
　

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
春
の
蔵
開
き
」

　
杜
の
音
楽
会
、
野
点
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

※

お
越
し
の
際
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

楽
レ
ク
健
幸
（
康
）
塾

　
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
生
涯

健
康
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

　
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
総
合
体
育
館

□
参
加
費
　

　
月
額
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

□
申
込
期
限
　
３
月
20
日
㈰

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「貧困」の連鎖を断ち切る 

　明治10～20年代の日本は世界一の「離婚王
国」でした。当時の離婚率は３％前後で、欧米
主要国と比べると約３倍の高い割合を示してい
ました。
　子を持つ親が離婚に至った場合、その子は誰
が育てるのか―。明治期は圧倒的に夫が養育す
る例が多く、その理由には妻（女性）側の経済
力の弱さが挙げられていますが、最大の理由
は「嫁入りした家で生まれた子」という概念で
あったと推論されています。
　しかしこの概念は、離婚の際の協議で親権者
が決められるようになった民法の改正によって
かすみはじめます。昭和40年代には「妻がすべ
ての子の親権」が「夫がすべての子の親権」を
上回り、その後の女性の社会的な地位の向上を
目指すさまざまな取り組みも重なって、平成24
年の統計では「妻～」が８割強を占めるように
なりました。
　ところが、「妻が親権」の増加は思わぬ形
で「子どもの貧困」を招いてしまいます。ユニ
セフや厚生労働省などが公表した「子どもの相
対的貧困率」によると、日本は先進国の中でも
高い貧困率となっています。そして、その要因
のひとつが「非正規労働者」の増大。非正規化
の拡大は家庭の収入減を引き起こし、それによ
って子どもの進学の夢が奪われ就職にも影響
…。結果として、新たな非正規労働者が生まれ
るといった悪循環に陥っています。
　事態を重く見た政府は、法整備やプロジェク
トの立案で貧困対策に取り組み、ひとり親家庭
や多子世帯の支援策を打ち出しています。同時
に、すべての国民の理解と協力を求めており、
全国に広がりはじめた「子ども食堂」はその一
例で、地域による支援が貧困の連鎖を断ち切る
有効な手段になりつつあります。
　将来を託さねばならない、かけがえのない存
在に社会全体で光を当てる―。現実から目をそ
むけてはいけない「待ったなし」の行動が望ま
れています。
　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト

募
集

く ら し の 情 報く ら し の 情 報

火
の
用
心

次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈫に発送します。Information ３.１

け
ん
こ
う
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まちの話題

健康を願って「鬼は外 福は内」
　２月３日の節分の日、中央児童館で、０歳～３歳
児47人を含む86人が参加し、節分会が盛大に開催
された。
　豆まきに先立ち、北口館長が節分の由来や豆まき
の意味を説明し「みんなの健康を願って豆をまきま
しょう」と呼び掛けた。
　子供たちは、節分の紙芝居を見たり、玉入れゲー
ムで他のお友達と一緒に遊んだりと、思い思いに節
分会を楽しんだ。
　その後突然現れた鬼に泣く子供もいたが、親子で鬼
に向かって豆を投げて鬼退治を行い、最後には「鬼の
パンツ」を一緒に踊り、伝統行事を楽しんだ。
　この日の児童館は、たくさんの子供たちの笑い声
や泣き声など元気な声がいっぱいに響き渡ってい
た。

災害協定を締結
　市と大分県産業廃棄物協会（加藤晴夫会長）は、
災害発生時の廃棄物処理における「大分県災害廃棄
物処理の応援に関する協定書」に関する実施細目に
ついて締結し、それに伴う調印式が１月29日、市
役所で行われた。この席で加藤会長は「住民の安全
と安心を確保することが大事。予測が困難な災害に
対する体制作りに協力したい」と語った。

元気いっぱいの笑顔で接客
　１月31日、大分市の商業施設で、「大分ふるさ
とＣＭ大賞Ｖol.13　18市町村マルシェ」が開催さ
れた。日田市からは日田三隈高等学校の「三隈マー
ケット」が出店し、参加した生徒たちは自ら開発し
た商品等を訪れたお客さんに紹介し試食をすすめて
いた。試食した人からは、「おいしい！これ買いま
す」などと嬉しい声が聞こえた。

 いなりん」とお友達に
　2013年の「Ｂ-１グランプリin豊川」をきっかけ
に、交流事業を行ってきた「日田やきそば研究会」
と「豊川いなり寿司で豊川市をもりあげ隊」が、２
月４日、日田市長を表敬訪問した。この訪問で豊川
市のご当地キャラクター「いなりん」から日田市の
ご当地キャラクター「たんそうさん」に “おともだ
ち証明書” が贈呈された。

「日田で仕事に出会う
　２月11日、日田市雇用創造協議会が主催する
「ヒタモノつくり第５回ビジネス合コン」がマリエ
ールオークパイン日田で開催された。就職・転職希
望者やＵＩターンを考えている求職者55人（市外
９人）が参加し、市内の求人事業所32社のそれぞ
れのブースを訪ね、事業内容や福利厚生など今後の
就職活動に役立つ情報を収集した。

真っ白な世界
　１月24日、この冬一番の寒波によって前日から
降り続いた雪が、辺り一面を真っ白に覆った。市内
では、庭先の雪かきをする人の姿や、この日は日曜
日ということもあり、公園では雪だるまを作ってい
る家族連れの姿などが見られた。
　慣れない積雪に外出を控えているのか、市内の交
通量は少なく、静かな日曜日となった。

自然の恵みを支える社会づくり
　１月21日、パトリア日田で「つなげよう、支えよう
森里川海」ミニフォーラムが開催された。山から海ま
での環境保全の取組を国民全体で支えていくことを目
的とする全国50か所のリレーフォーラムの一つで「Ｎ
ＰＯ法人ひた水環境ネットワークセンター」と「株式
会社トライウッド」の取組事例の報告や、参加者全員
によるグループセッションで会場は盛り上がった。
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新刊情報

図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
替
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　休
館
の
お
知
ら
せ

　
３
月
31
日
㈭
か
ら
４
月
６
日
㈬
の
間
、
図

書
館
シ
ス
テ
ム
入
替
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
同

期
間
中
は
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、
玄
関

横
の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
願
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を

　
　
　利
用
し
て
い
る
人
に
お
願
い

　
パ
ス
ワ
ー
ド
の
再
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
入
替
に
伴
い
、
図
書
の

予
約
に
必
要
な
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
が
初
期
化

さ
れ
、
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。
大
変

お
手
数
で
す
が
、
再
度
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
設
定
可
能
日
　
４
月
７
日
㈭
か
ら

■
設
定
方
法
　

　
淡
窓
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
設
定

　
利
用
者
に
は
、
３
月
中
旬
に
郵
送
で
設
定

方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
好
き
!
図
書
館

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
３月12日㈯　午後３時～４時
３月26日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

わたしの宝石
朱川湊人／著
文藝春秋
　
　さみしさが目に見えた
ら、世界はどう変わるだ
ろうか。苦しいほどの感
情が胸に迫る。「さみし
いマフラー」「彼女の宝石」など、名手が放
つ、切なさと爽快感いっぱいの直球６編。
　不思議な感動を呼ぶ傑作短編集。

東日本大震災から５年
　今から５年前、平成23年３月11日、午後２時
46分、東北地方太平洋沖地震が発生しました。
それに伴う津波等により死者は19,335人、行方
不明者2,600人（平成27年９月１日時点　消防
庁発表）という史上最大規模の災害となりまし
た。今なお多くの被災者が避難生活を余議なくさ
れています。
　私たちはこの災害を、風化させず教訓としてい
かなければなりません。
　忙しい日々の中でつい忘れがちになってしまい

ますが、少し立ち止まって、いつ起こるか分から
ない災害に対し自分には何ができるか、またどん
な備えが必要か、この節目の年にもう一度考えて
みましょう。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

  １
８
15
22
29

９
16
23

２

3028

７
14
21

４
11
18
25

３
10
17
24
3127

６
13
20 26

５
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３月の休館日（○…休館日）

源信さん　浄土教の祖
天台宗典編纂所／監修
探究社
　
　仏教はもとより文学や
芸術にも大きな影響を与
えた平安時代のスーパー
和尚・源信さん。その生
涯と信仰を絵とやさしい文章でつづる絵本伝
記。老若男女すべての人を優しく導く、源信
さんの教え。

選書モニター募集

　職員と一緒に図書館で購入する本
を選んでみませんか。
　本が好きな人、図書館の選書に興味
がある人は、是非参加してください。
■期間　
　４月～平成29年３月（１年間）
※申込用紙は窓口に備え付けています。
■申込期限　３月22日㈫

平成28年度こども司書講座受講生募集

　図書館の仕事や本について楽しく学ん
でみませんか？
■期間
　４月～平成29年３月（１年間）
■講座回数　
　７回（予定）
■対象　
　小学校新４～６年生
■募集人数
　15人程度（先着順）
※事前に窓口でお申し込みください。
※詳細は図書館内に掲示している募集要項を

ご覧ください。

　現在閉館中の旧中央公民館は、リ
ニューアルオープンに向けて内・外
装工事の真最中です。今回の工事で
は湿温度の管理が可能な収蔵庫を増
築し、来年度からは博物館・美術品
展示施設の機能を兼ね備えた複合文
化施設として、皆様の生涯学習の拠
点となります。

リニューアル進んでます！

日
田
市

複
合
文
化

施
設

１ ２ ３

４

５６

１ 増築された練習室（外観）
２ 音楽室に続く展示ホール
３ ホールの客席を改築した展示室
４ 博物館エリアとなる３階フロア
５ シンボルツリーのもちの木
６ 新設された博物館・美術品収蔵庫
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成28年１月31日現在） 

■人口　
　68,389人
　（前月比－40人）
・男　32,329人
・女　36,060人
■世帯数
　27,153世帯

　★わくわく制作（壁飾り作り）
　　４日㈮　午前11時～
　せいまお兄さんと遊ぼう
　　11日㈮　午前11時～
　★チャレンジキッズ
　（ドッジボール大会）
　　16日㈬　午後３時30分～
●療育事業（音あそび）
　　18日㈮　午前11時～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

月生まれ３
　５月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。４月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

さちや
大友倖陽ちゃん
（１歳・清水町）

れ お と
因間玲央斗ちゃん
（１歳・清岸寺町）

かすみ
江藤花純ちゃん
（１歳・天瀬町馬原）

ももか
猪山桃花ちゃん
（１歳・清水町）

みこと
下馬場尊ちゃん
（１歳・新治町）

あ　さ　こ
日野亜紗子ちゃん
（１歳・刃連町）

財津莉愛奈ちゃん
（１歳・若宮町）

佐藤琴乃ちゃん
（１歳・上野町）

福島湊人ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

さとる
松尾 賢ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

井上琶菜ちゃん
（２歳・中津江村栃野）

ここは
坂井心春ちゃん
（２歳・清岸寺町）

ひ な の
宮﨑陽菜乃ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

はるひ

はやと
佐藤勇人ちゃん
（２歳・財津町）

桒野了司ちゃん
（１歳・神来町）

りょうじ

子育てを応援します！
児童館・支援施設　３月の主な催し　　

天瀬児童館　☎�８９２２

●避難訓練
　12日㈯　午前10時30分～
●壁面制作
　16日㈬　午後３時30分～
　17日㈭　午前10時30分～
●プラバン作り
　23日㈬～25日㈮
　午前10時30分～　　午後３時30分～
　26日㈯　
　　　午前10時30分～ 午前９時～午後５時30分

月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎�２９０１

　アイロンビーズ作り
　５日㈯　午前10時30分～　
●春の壁面作り
　16日㈬　午前10時30分～
　19日㈯　午前10時30分～
　すくすく相談
　17日㈭　午前10時～
※母子健康手帳を持参してください。
　

まえつえ子育て支援施設　☎�２４０９

●ひなまつり誕生会
　８日㈫　午前10時～正午
●ランチｄａｙ
　17日㈭　午前10時～
●おしゃべりタイム
　29日㈫　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●身体計測
　15日㈫　午前９時30分～正午
●フレンズデー（土曜開放日）
　19日㈯　午前９時30分～正午
●お誕生会
　25日㈮　午前11時～
※誕生者でなくても参加できます。

　

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ベビーヨガ
　 ８日㈫　午前11時～
●お誕生会
　14日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
●ベビーマッサージ
　15日㈫　午前11時～
●お外であそぼう
　16日㈬　午前11時～

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　７日㈪　午前11時～11時30分
●試食会
　16日㈬　午前11時15分～正午
●せいまお兄さんとエクササイズ
　23日㈬
　午前10時30分～11時30分
●ツインズくらぶ
　25日㈮　
　午後１時30分～３時30分

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎�２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

元気な日田っ子集まれ！

り あ な

乳

熊谷祐空ちゃん
（３歳・三河町）

髙尾一颯ちゃん
（２歳・下井手町）

乳

乳

いぶき ゆうあ

小

ことの

小

江田弓華ちゃん
（３歳・上野町）

森山陽光ちゃん
（３歳・清水町）

井上優月ちゃん
（３歳・中釣町）

うづき

小

乳

乳

小

みなと

ゆみか

は な

小

乳 小

乳
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長寿福祉課長寿福祉係

中央地域包括支援センター

西部地域包括支援センター

東部地域包括支援センター

南部地域包括支援センター

☎㉒８２９９

☎㉓２５５２

☎㉖００３６

☎㉒０２４８

☎�９０１２

市内全域

隈庄手、竹田、豆田、田島

光岡、朝日、三花、小野、大鶴、夜明

三芳、高瀬、西有田、東有田、五和

前津江、中津江、上津江、大山、天瀬

電話番号名　称 担当地域

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

もしもの時に備えて…

問長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

　緊急連絡票を登録した人にお渡しし
ています。
　このキーホルダーを持っている人
で、困っている人を見かけたら、キー
ホルダーの連絡先（長寿福祉課）にご
連絡ください。

「見守りキーホルダー」

【認知症のことや徘徊に関する相談窓口】

　認知症の人がいるご家庭や一人暮らしで認知症の症状がある人の
お宅には、緊急連絡票（右記）を電話の近くなどに貼っておくこと
をお勧めしています。また、緊急連絡票の情報を事前に長寿福祉課
に登録（ご本人の写真を添付）することで、いざという時の捜索に
役立ち、早期発見につながります。連絡票については、担当のケア
マネジャー又は地域包括支援センターにご相談ください。

～緊急連絡票の登録をお勧めします～

　
先
月
、
岩
手
県
紫
波
町
で
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
岡
崎
正
信
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
地

方
創
生
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
岡
崎

氏
は
、
国
家
公
務
員
７
年
、
民
間
７
年
、
そ
し
て
公
民
連

携
会
社
の
代
表
を
７
年
務
め
る
と
い
う
、
多
岐
に
富
ん
だ

キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
で
、
様
々
な
立
場
で
社
会
参
加
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。

　
昼
夜
２
回
の
開
催
で
、
昼
間
は
職
員
向
け
の
研
修
と
し

て
「
公
務
員
が
必
要
な
〝
経
営
感
覚
〞
を
持
つ
」
こ
と
に

つ
い
て
、
夜
間
は
市
民
を
対
象
に
し
た
「
経
済
的
に
自
立

し
た
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
会
で
し
た
。
夜

間
の
講
演
会
に
は
２
０
０
人
も
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
市

民
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
昼
間
の
研
修
で
は
、
岡
崎
氏
の
「
公
務
員
時
代
の
反

省
」
を
基
に
「
経
営
と
は
」
「
真
の
自
立
と
は
」
を
説
き

な
が
ら
、
公
務
員
目
線
で
の
事
業
計
画
や
推
進
に
係
る
問

題
点
な
ど
を
鋭
く
指
摘
す
る
も
の
で
、
「
歳
出
を
削

る
」
こ
と
だ
け
で
な
く
、
「
経
済
的
に
自
立
し
、
歳
入
を

増
や
す
事
業
」
に
取
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
実
体
験

に
基
づ
く
話
な
ど
、
示
唆
に
富
む
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
に
向
け
て
日
田
市
と
金
融
機
関
と
の

「
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
金
融

機
関
の
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
で
様
々
な
課
題
の
解
決
策

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
…
と
考
え
て

の
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
職
員
が
「
経
営
と

は
何
か
」
を
学
ぶ
機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
人
口
減
少
・
超
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
た
日
田
市
（
日
本
）
で
す
が
、
気
持

ち
を
引
き
締
め
、
「
挑
戦
・
創
造
・
深
化
（
進
化
）
」
を

合
言
葉
に
、
新
年
度
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

強
く
感
じ
た
研
修
・
講
演
会
で
し
た
。
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